
                               

 

６月１９日～２５日 「長崎っ子の心を見つめる教育週間」 

□１９日（月） いのちの講話 

教育週間初日は、校長講話として「命の時間」について話をしました。１１歳で病気で亡くな

った女の子の「命」という詩を紹介し、自分の「命の時間」を大切に使うこと、そして、自分の

「命の時間」と同じように、友達の「命の時間」も大切にすることを伝えました  

 

□２０日（火） 被爆体験講話 

６歳のとき、爆心地から３．３ｋｍの鳴滝町で被爆された八木道子（やぎみちこ）さんを講師

にお招きし、「被爆体験講話」を行いました。一瞬にして聞こえなくなったセミの声、異様な空の

色は、今でもはっきり記憶にあるとおっしゃっていました。暑さ対策のため、平和学習を行って

いる５年生のみ理科室で直接お話を聞き、その他の学年はオンラインでの視聴となりましたが、

子供たちは最後まで八木さんのお話を一生懸命聞き、平和について真剣に考えていました。 

 

□２２日（木） 集団下校訓練 ・ ２３日（金） １年生交通安全教室 

２２日（木）は、大雨等災害時を想定した集団下校訓練を行い、

地区ごとの集合場所、下校方法、保護者の方への引渡しの手順等

を確認しました。また、２３日（金）には、登校時の見守りを行っ

てくださっている交通指導員の方々（通称：グリーンレンジャー）

をお招きし、１年生が交通安全教室を行いました。三重地区は朝

夕の交通量が多く、スピードを出している車も見かけるので、横

断歩道を渡るときは、一度しっかり立ち止まり、左右を確認して

渡ることをご家庭でもご指導ください。  

 

□２４日（土） 道徳授業参観・地区別懇談会・１００人パトロール 

土曜日は、早朝より、たくさんの方

にご来校いただき、誠にありがとう

ございました。この１週間、各学級・

学年では、授業をはじめ、様々な取組

をとおして、いのちや人権、いじめ等

について考えてきました。地域のボ

ランティアの方々も何度も学校に足

を運んで、子供たちの指導に協力し

てくださいました。子供たちにはた

くさんの方々に見守られていること

に感謝するとともに、自分の命は自

分でもしっかり守ること、友達の命

も同じように大切にすることをこれ

からも伝えていきます。 
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